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本稿は, ����年�月デュッセルドルフ大学の���	
�����
�
教授の協力によって,

デュッセルドルフ市スポーツ局ならびに当地の総合型地域スポーツクラブに対する調

査をまとめたものである｡ ノルトライン・ヴェストファーレン州の州都デュッセルド

ルフ市は, ドイツ国内でもスポーツ活動が非常に活発な地域である｡ ただ, 近年の教

育改革, 人口変動そして高齢社会の進展などスポーツクラブを取り巻く環境は大きく

変容しつつある｡ その影響はスポーツ活動あるいはクラブ運営にも及んでおり, 将来

に向けた新たな対応を迫られつつある｡

ドイツの総合型地域スポーツについては, クリストフ・ブロイアー編著／黒須充監

訳 『ドイツに学ぶスポーツクラブの発展と社会公益性』 で詳細な説明が行われてい

る�)｡ その中で, 黒須氏はドイツ全体における総合型地域スポーツクラブの歴史を踏

まえ, 調査報告の内容をわかりやすく概説している｡ また, 全体を通して総合型地域

スポーツクラブの有するさまざまな社会的公益性やそれが目指す目標について網羅的

に解説され, これからの課題についても言及されている｡

本稿では, こうしたドイツ全体における基本的な流れを前提としながら, スポーツ

都市といわれるデュッセルドルフ市がスポーツ政策を具体的にどのように展開しつつ

あるのかをみていく｡ 特に, ����年代に入ってから最近まで地方自治体としてどの

ようなスポーツ振興策を実施してきたのか, その特徴を具体的にまとめてみたい｡ そ

の上で, 地域に根を張り一定の規模を有するスポーツクラブや小規模なスポーツクラ

ブがどのような活動を実施しているのかをみる｡ スポーツ種目数や会員数の推移, 財

政的規模などについて, より具体的に示す｡ そうすることで, デュッセルドルフの総

合型地域スポーツクラブが現在どのような問題に直面しているのか, さらにその問題

―�―

�) クリストフ・ブロイアー編著／黒須充監訳 『ドイツに学ぶスポーツクラブの発展と社会公益性』
(創文企画, ����年) のベースとなっているのは, ���������������氏がドイツスポーツ科学研
究所 (����), ドイツオリンピック連盟 (����) そして��州のスポーツ連盟 (���) から委託さ
れて実施した調査報告であり, それは�������	����� �	
�!���������"#���$%としてまとめられて
いる｡



をいかなる方向性のなかで克服しつつあるのかを検証するつもりである｡

現在, 日本の総合型地域スポーツクラブは運営面や財政面などでさまざまな諸問題

に直面しており, ときには総合型地域スポーツクラブによるスポーツ振興政策に対し

て問題提起が行われたりしている｡ 例えば, 小林勉氏は, 日本のこれまでの事情を整

理しながら, 総合型地域スポーツクラブによるスポーツ振興政策を地域活性化と関連

させて普及させることに疑問を呈している｡ また, 実際に起こっている八王子市など

での混迷状況を指摘しながら, 日本でのスポーツ振興策については相当な問題と課題

が根強く横たわっていることを強調する�)｡ こうした問題に対して, 本稿が, 日本の

スポーツ振興政策の新たな展開に向けて, わずかでも参考になればと考えている｡

今回訪問したスポーツ関連施設・クラブは, 次の通りである｡ まず, スポーツ政策

の事情に関してはデュッセルドルフ市のスポーツ局の�������	
����氏から資料と

ともにさまざまな内容を教えていただいた｡ また, 実際のクラブ (
�����) 運営など

に関しては, デュッセルドルフ市のなかで比較的大きなスポーツクラブとして ���

�����������
������
�の�������	会長と���������� ����������
������
�!"�#の

$������%&
'(会長から, さらに小規模なスポーツクラブとして��)����������
�

����!"*+��
�の�������,����コーチから, 最近の諸事情や今後の課題などについ

て詳しく話を聞くことができた｡ これらの方々には, 多くの資料を快く提供いただく

とともに, 長時間のヒアリングにも応じていただいた｡ 心より感謝申し上げたい｡
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デュッセルドルフ市はベルギーと国境を接するドイツ西部のライン川沿いにある都

市で, 現在ノルトライン・ヴェストファーレン州の中心となっている｡ 中世都市とし

て栄え大聖堂がそびえ立つケルン市の北に位置しており, 面積は�!+������の広さ

を有している｡ 歴史的には, ライン川支流のデュッセル川のほとりで栄え名付けられ

たといわれており, 詩人ハインリッヒ・ハイネが生まれた町としても知られている｡
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�) 小林勉氏は, 自著 『地域活性化のポリティクス』 (中央大学出版部, ��!-年) の中で, 日本にお
ける総合型スポーツクラブづくりの取り組み, それを中心としたスポーツ振興政策について, そ
の問題点を理論的な系譜とともに具体的な実態を示すことで指摘している｡ 日本におけるスポー
ツ振興を展開するに当たって本当に取り組むべき課題は何か, これまで十分に検討されてこなかっ
た ｢誰もが参加できる｣ スポーツの環境整備を進めるために, この問題提起をよりリアルに展開
している｡ 実は, こうしたリアルな緊張感は, デュッセルドルフの政策担当者や各クラブの会長
などと話していても感じたものだった｡ 歴史的に培われたものであるだけに, 時代の変化に対応
すべくいかに確固とした方針を持ってクラブを発展させるべきか, 真剣であればあるほど緊張感
があり, 試行錯誤しながら取り組んでいるように感じられた｡ いろんな不安要素がある中で, ド
イツはドイツで独自に将来のさらなる発展を目指してチャレンジしている, こうした使命感のよ
うなものをヒシヒシと感じることができた｡



歴史文化の漂う風光明媚な地域として親しまれているとともに, 日系企業の立地が多

い商業都市としても有名である｡ デュッセルドルフ市には, ����年現在約��万人の

住民が住んでいる｡ この州全体の人口が増えていないなかで, この都市だけは増加傾

向にあるといわれる｡
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このデュッセルドルフ市のスポーツ政策について, スポーツ局の����	
���氏の

説明をもとに 
�������	����������������������������������������������	�����

(����年)の資料にしたがってまとめてみる｡

スポーツ振興策は,  つの分野・段階に分けて展開されている｡ まず第一は, 補助

金認可による古典的 (�	�������) スポーツの振興である｡ 第二はスポーツ場マスター

プランであり, 第三は運動やスポーツそしてタレントを育成するデュッセルドルフ・

モデルである｡ 最後に第四がスポーツ競技マスタープランである｡ スポーツ振興策は,

補助金による幅広いスポーツ振興からスポーツクラブ運営への支援, スポーツ能力の

育成事業からトップのスポーツ競技の支援へと段階的体系的に組み立てられている

(図�参照)｡
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まずスポーツクラブへの補助金については, デュッセルドルフ市民の体操, スポー

ツ活動へのクラブ補助の基本方針が定められた上で, その権限をデュッセルドルフ協

議会のスポーツ委員会に置いている｡ そして, 補助金は大きく投資的補助金

(!�"����"�#��������) と消費的補助金 ($����
��"�#��������) に分けられる｡ まず

総合型地域スポーツクラブの現状 (中野)
ドイツ・デュッセルドルフ市におけるスポーツ振興と
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出所. 
�������	����������������������������������������������	�����より筆者作成
注. �%の ｢古典的｣ スポーツは
�	��������を直訳したもので, ｢これまでの｣ とか ｢旧来

的の｣ という意味であろう｡
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&'スポーツ競技の連携と広範な発展
スポーツ競技選手の専門的指導
スポーツ競技センターの充実化

('学童の学年別フィットネス検査
幼児､ 学童のスポーツ体験
女性指導者の教育・育成

)'スポーツクラブへの各種施設等関
連投資

�'スポーツクラブへの補助金支援に
よるスポーツ活動の促進

&&%%マママスススタタターーープププララランンン
競競競技技技スススポポポーーーツツツ
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)%スポーツ場 マスタープラン

�%補助金による古典的スポーツ促進



前者は, 建築費やスポーツ用具などの標準的補助金と, クラブ間の連携や特別のエネ

ルギー節約措置などの特別補助金とに分けられる｡ 後者 (消費的補助金) では, 市と

市スポーツ連盟との間に管理協定が結ばれており, それに基づいて補助金は配分され

る｡ この管理協定の目的は, 幼児や青年スポーツの推進, 次代の青年スポーツやトッ

プクラスの特別なスポーツ推進, 魅力的で多種多様なスポーツの提供 (みんなのスポー

ツ), スポーツ場マスタープランを通じてのスポーツ場の近代化・新築に向けられる｡

これとは別に, 本来の補助的性格の消費的補助金として, ����年では表�のような

補助が実施されている｡

� ���������	
�

次に, スポーツ場マスタープランに関する振興策では, ����年から��年間の投資

プログラムで�億�千万ユーロがスポーツクラブの施設関係に補助されている｡ こ

の額は, ���(アイスホッケー屋内リンク) や��	
�(室内サッカー場) を除いた金額

といわれる｡ 現存のスポーツ施設の建て直しや改装, 建設によって, スポーツ・イン

フラの整備が着々と進められている｡

デュッセルドルフ市にはスポーツクラブが現在約���あり, 会員は約��万人いる｡

ドイツのなかでもスポーツが非常に盛んな都市である｡ ただ, この会員数は複数種目

にまたがる数であり, 延べ人数を指しているのではあるが｡ これは, ����年にスポー

ツ計画を打ち出し, クラブをより充実化させるための目的を明瞭にした成果でもある｡

そこで, スポーツクラブの規模をみると, それは約��人程度の小さなクラブから


�����のように�万人以上の会員がいる大きなクラブまで広範囲に及んでいる｡ な

かには, �年前まで約��人しかいなかったのに, 現在では�万人にまで会員を増や

したクラブがある｡ 保険組合を基礎にしたリハビリなどのサービスを提供している健

康づくりクラブである｡ 全体としてみれば, スポーツクラブの会員数は増えている｡

若者では特に女性のダンス系スポーツが, 高齢者ではリハビリや交流会などの健康重

視系のクラブ会員が増えている｡
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補助の内容 金額 (ユーロ)

特別なスポーツ開催補助 �������

選手権参加のための交通費補助 ������

青年スポーツ補助 �������

維持費補助 �������

市所有ではない体育施設使用の賃貸料補助 ������

道路清掃料金と開発措置の引き受け補助 ������

出所. ���������������� ���!"������������#����$%�� �$����&'$$�����!(
参考. ����年�月は�ユーロ＝約���円, ����年��月は�ユーロ＝約���円｡
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これは, ����年から始まった新しい試みである｡ 子どもや青少年ができるだけ早

く運動に興味を持ち虜になることで, 運動, スポーツ能力を促進させようというデュッ

セルドルフ・モデルである｡ 具体的には, デュッセルドルフの学童たちを学年度別に

フィットネス検査を行い, 運動とスポーツを楽しむとともにその能力によってはさら

なる育成と競技種目との出会いを図ろうという取り組みである｡ ����年から小学校�

年次クラスの学童たちを対象にチェックを行い, ����年からは�年次の再チェック

を, ����年からは��年次クラスの学童の再チェックを実施してきた｡ ����年まで

に, 総計�万人以上の学童にフィットネス検査を実施した｡ そして, このモデルを

推進するために, 付随的方策と継続的方策が推進されている｡

� ����� !���"#�

����年から, スポーツ委員会は, デュッセルドルフにおけるスポーツ競技の全体

的連携をはかり広範な展開を遂げるという任務を明確にした｡ ここでは, 既存の活動

を明示し共通の規準やガイドラインを作成して目的を達成すること, スポーツ競技の

ネットワークを構築することが盛り込まれた｡ それによって, 地域のスポーツ・シス

テムの連携を促進するとともに, タレントの発掘, 育成, スポーツ競技能力の向上を

目指した｡

そのための方策として, スポーツ競技選手による専門的指導, クラブの広がりと連

携による波及効果, デュッセルドルフ競技センターの財政的推進, 地域のスポーツ競

技センターの建設, 広範囲のスポーツを網羅するインターネットの設立が提起された｡

$�%��������&����'(	)*+

市スポーツ局の�	
��
���
���によれば, 市スポーツ局はこれまでスポーツ振興

のための魅力的な事業・促進策をスポーツに熱心な多くの市民に提供し続けてきた｡

その事業分野は, スポーツ行政課 (����
������
��������)・スポーツ施設課 (�
�������

����������)・スポーツ専門課 (�
����
��
��������) といった�つの領域から構成され

総合型地域スポーツクラブの現状 (中野)
ドイツ・デュッセルドルフ市におけるスポーツ振興と

―�―
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スポーツ管理部 !����������

スポーツ行政課 スポーツ施設課 スポーツ専門課

基本業務
財政運営
賃貸
イベント

スポーツ場の運営､ 建設､ 近代化
アイス・スタジアム
スポーツ施設
土地問題

指導業務､ 普及業務
余暇スポーツ､ 記念スポーツ
学校スポーツ委員会
国際スポーツ交流

出所. �	
��
���
���より筆者作成



ている (図�)｡
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まずスポーツ行政課は, 賃貸しやイベントそして財政運営に関する支援策を実施し

ている｡ 市スポーツ局は, 市スポーツ連盟やデュッセルドルフ・スポーツクラブと協

力しながら, ��の地区スポーツ施設を中心に毎年総額約���万ユーロを費やしてス

ポーツ活動を推進している｡ 具体的には, 行政的手続きや施設利用の短期的そして長

期的契約についての, さらにはクラブの財政的・金融的活動などに関する相談・支援

を行っている｡
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スポーツ施設課は, スポーツクラブが管理している���以上のスポーツ施設のほ

かに��の地区のスポーツ施設があり, その管理・運用を行っている｡ このような市

の施設の必要な改修や維持策とならんで, スポーツ・マスタープランの実現を進めて

いる｡ ここでは, スポーツクラブと協力して将来計画を策定し, 建物や施設の建て直

し, 近代化そして補修を推進するとともに, 建て直しの際にはスポーツ運営再開まで

の建設方策をも調整している｡ さらに, スポーツクラブの樹木の手入れや門, 柵の修

理・改築, 通路の整備や危険箇所の除去なども支援する｡ こうした作業のために, 各

クラブに年総額��万ユーロの資金援助が行われている｡

� �������	�������������
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最後に, スポーツ専門課は指導や普及そしてレクリエーションに関する業務を実施

している｡ 特に注目されるのは, 学校スポーツに関わってデュッセルドルフ・モデル

を実行する業務である｡ このモデルは, デュッセルドルフのすべての基礎学校 (�年

制)とその継続の学校で行われる運動診断テスト�	
��
！と��	
��
！�で実施され

る｡ この運動診断テスト�	
��
！と��	
��
！�は, 第�学年と第�学年の生徒によ

る速さ, 調整 (������������), 力, 持久力そして柔軟性を把握するための運動診断の

複合テストである｡ 問題練習は, 表�のように�つの分野がある｡ この他に, 体重,

身長そしてボティーマス指数 (肥満度)が検査される｡

こうしたデュッセルドルフ・モデルを推進するために, それに関連して様々なプロ

ジェクトが実施されている｡ 例えば, スポーツ能力テスト�	
��
！��������による

タレント発掘事業である｡ これは子どもたちの運動能力がどのスポーツ種目にふさわ

しいかという能力適正を早期に見いだすための専門的知識に基づく事業である｡ また
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���短距離走 ボール・脚・壁 障害物競走 メジシンボール突き当て

立ち幅跳び 上体起こし 胴体下方屈伸 �分走

出所. �	��	�！ ����� ��!�"#$����" ��%�&���'(���� ���"����	��	�！�



���������	�
��事業では, 多くのスポーツクラブと連携して子どもやその家族が無

料で体験できる魅力的なスポーツ情報見本市が行われており, 子どもたちは運動やス

ポーツ活動に素朴に接し楽しさを味わっている｡ さらに, 子どもたちを対象としたプ

ログラムとして���	�
����������事業も実施されている｡ これは, 水泳協会と連携

した就学前段階での運動教育支援活動である｡ 子どもたちが水に親しみ, 水を克服し,

水を怖がらないようにし, 水泳を習得する, こうした水中での運動活動の促進を目的

としている｡

そして, 毎年夏休みの最終週になると, �������������	��������事業がある｡

これは, �歳から��歳までの子どもから青年までが��を超える多くのスポーツ事業

に無料にチャレンジ (テスト) できる取り組みである｡ 市スポーツ局, 青年局そして

市スポーツ連盟の共同イベントとして実施されている｡ �万人以上の子どもたちが,

この事業の見学に訪れたという｡

さらに競技レベルを向上させるために, いくつかの整備を進めている｡ 一つは,

 !"(ノルトライン・ヴェストファーレン)スポーツ学校である#�����$
%��������

の運営であり, また青年やトップクラスの選手のスポーツ促進やさらにその上の発展

段階としてのプロ・スポーツの創設などである｡ 州都デュッセルドルフにおける競技

スポーツをさらに普及・発展させるために, 競技スポーツの研究チーム(��&��	�'����)

が設立され, そこでは最適化, 能率向上, 有効なシナジー効果をスローガンに国内

的, 国際的な競技レベルの向上が目指されている｡

����������	
��
������
����

� ��
���
��

デュッセルドルフのスポーツクラブに関しては, 市スポーツ局の�(�	$������)�����

�����
�	��	�������*+�����
�,����
�	���������に基づいて, 以下説明したい｡ ま

ず, デュッセルドルフのスポーツクラブにおける会員数の動向を示したのが, 表-

である｡ この��年間に, 全体で約�万人 (男女とも約�万人の増) 増えている｡ 増

加率でみれば, ����年の女性会員数が少なかった分, 女性の伸び率が高くなってい

総合型地域スポーツクラブの現状 (中野)
ドイツ・デュッセルドルフ市におけるスポーツ振興と

―�―

 � �������	
��
�!"#���
��

(人)

����年 ���-年 ����年 ���.年 ����年

男性 �./�0�(���) �./��0(..1.) �./2-�(���1�) 2�/.03(��01�) 2./���(��012)

女性 0�/���(���) 0�/�30(..13) 0�/3.2(���13) 00/033(���13) ��/���(��01.)

合計 ���/�.2(���) ���/�33(..1.) ���/��2(���13) ���/0-�(���1�) �-�/�0�(��31�)

出所. �(�	$������)����������
�	��	�������*+�����
�,����
�	���������より作成
注. ( ) 内は����年を���としたときの指数を表している｡



る｡ また, デュッセルドルフ市の人口に占めるスポーツクラブ会員数の割合 (組織率)

は, ����年の����％から����年の����％へと約�％ポイント伸びたといわれる｡

� �������	


これを年齢別にみたのが, 表�である｡ これをみると, 児童から青年層 (�～�	歳)

と
�歳超の高齢者層がこの間着実に増加してきているのがわかる｡ ����年は対����

年比でみると, 前者で�����人, 後者で約�万人増えている｡ この結果, この二つの

層が全体に占める割合は, ����年の����％から��年は�	�	％へと高まっている｡

� �
����������	


次に, ����年での会員数の多い上位��種目を����年との対比でみたのが, 表�

である｡ サッカーは��
�	人増えて���
�	人に達し, 最も多い会員数となっている｡

またバレーボールも�����人増えて�����人に達し, 上位種目として第�位から第�

位へと上げている｡ また, テニス, 体操はそれぞれ��％, ��％の減少をみせながら

も, 一定の会員数規模を保っている｡ ただ, これ以外にこの��年間で増加している

種目として, ホッケー, ゴルフ, 卓球, 陸上, 水泳があるが, なかでもホッケーとゴ

ルフは��
人, ��	人も増加しているのが注目される｡

� ���������������������� �!"

����年で児童・青年層が�����人を超える会員数を達成しているスポーツ種目は,

表
の通りである｡ サッカーは増加数が���	�人と大きく, ��％もの増加率を示し人

気となっている｡ また, テニスやホッケーでも

�人, ��	人と増加している｡ 全体

としては, 競技試合向きのスポーツ種目で会員が増えている｡ 特に, 
�����サッカー・

クラブが一部リーグに昇格するなど過去数年間に一定の成果を達成したスポーツ種目

で, 平均以上に多い会員の増加がみられた｡ さらに, 運動やスポーツ能力を促進する

ためのデュッセルドルフ・モデル事業やそれに関連するタレント育成企画, 各種のス

ポーツ活動参加プログラムなどで取り組まれるスポーツ種目にも, 増える傾向がある｡

海 外 事 情 研 究 第��巻第�号―�―

#� �������	


(人, ％)

区分 ����年 ����年 ���
年 ����年 ����年


�超～ �����	 �����	(���	) ����	�(����) ���	�� (���) ������(����)

��～
�歳 ������ ������(����	) �	����(�����) ������(���
) ������(����)

��～��歳 ������ ���	��(��	��) ������(����	) �
�	
�(�����) ����
� (���)

�～�	歳 �����	 ������(���) ������(���) �
���� (��
) �	�	�� (
��)

出所. 表�と同じ
注. ( ) 内は対期比の増減率を表している｡



����������	
��
���������

ここでは, これまで言及したきた以外に, スポーツ・マスタープランに基づいてど

のような施設が市スポーツ局によって整備されているのかについて, ���������	�


����
	��������������������������
���������������������������������によって概観し

てみる｡

デュッセルドルフのスポーツ振興策として, まずスポーツ場のマスタープラン

(����年～��年までの期間)でみると, ホールや人工芝などの新築, 改築で���の措

置が実施されてきた｡ 総額�億�����万ユーロをかけて整備している｡ 具体的には,

室内陸上競技場の建て直しで�����万ユーロ, ドイツ卓球センターに� �万ユーロ,

�つの室内スケート場に!��万ユーロ, スポーツホールに"��万ユーロなどである｡

競技スポーツのマスタープランについては, 競技スポーツのプロ化, クラブ間やス

総合型地域スポーツクラブの現状 (中野)
ドイツ・デュッセルドルフ市におけるスポーツ振興と

―�―

�� �����
��
�������� 
!"

(人)

スポーツ種目 ����年会員数 ����年会員数 増減数 増減率

１. サッカー ����� � ���� "��� !�％

２. テニス �!��#� ������ �����!! ����％

３. 体 操 ������ ���� � ����� � ����％

４. バレーボール ��#�� ��"�� ���!� !�％

５. ゴルフ �� �� ����! "� ��％

６. ハンドボール ����� �� �� ���� ���％

７. 陸上 ��!�� ���!! � � �％

８. 卓球 ���"! ����� ��# #％

９. ホッケー ����� ����� ##� ��％

��. 水泳 ��!"# ��!�� "! �％

出所. 表�と同じ

�� �����#$%
��&'(��
���)*+(���� 
!"

(人)

スポーツ種目 ����年会員数 ����年比増減数 ����年比増加率

サッカー ������ !�� � �!％

体 操 ��"�" �!� !％

テニス ����� ��# ��％

陸 上 �� �� ��� �#％

水 泳 ����� �! ��％

ホッケー ����� �� #!％

全種目 � � "� "���" �!％

出所. 表�と同じ



ポーツ間の連携推進, デュッセルドルフ・スポーツセンターの財政的推進, ����競

技スポーツセンター, インターネット網の整備そして���スポーツ学校等で年��

万�����ユーロが予算化されている｡ さらに, 運動, スポーツそして能力推進のデュッ

セルドルフ・モデルやそれに関連する各種教育, 企画, イベント事業などで, 	
万

�����ユーロが予算化されている｡

こうしたマスタープランの成果として, デュッセルドルフのスポーツ場は, 	�
�

年	月時点で
��以上のスポーツ施設, 	��以上の室内スポーツ施設, デュッセルド

ルフ市によって運営されている
�の地区スポーツ施設で整備されている｡ また, 市

スポーツ局が管理しているスポーツ施設面積は約
��万��もの規模に達している｡

このうち ｢芝｣ は約��万��で��％, ｢人工芝｣ は	�万��で	
％と, 近年 ｢人工

芝｣ の面積が増え一定規模を有している｡ 大規模競技場数でみれば, ｢芝｣ が�
施設

(市スポーツ局管理が
�, スポーツクラブ管理が	
), ｢人工芝｣ が�
施設 (�, 	�),

｢土｣ のグランドが
�施設 (
, 
�) となっており, 大規模競技場の ｢人工芝｣ が多

いのがわかる｡

デュッセルドルフの室内スポーツ場と室内スポーツ場面積は, 表
の通りである｡

����������	
��
�����������������

市スポーツ局のスポーツ委員会は, 	�
�年�月の会議で, これまでのゴールド・

プランの価値基準はこれからスポーツ基盤の整備をますます発展させる上で必ずしも

十分ではなくなっているという認識に至った｡ これからの男性・女性のスポーツ活動

にふさわしいあり方を構築するために, 人口の約		％が所属しているスポーツクラ

ブとは別に, 住民を対象としたアンケートを実施することを決定した｡ これによって,

全年齢別グループの住民がいかなるスポーツを, どのように, 何によって経験してい

るのか, どの程度の満足度を感じているのか, いかなる要望を持っているのか, とい

う情報を得, これからのスポーツ活性化ならびに将来にふさわしいスポーツクラブの

発展に結びつけることを目指している｡ この住民アンケートは, 	�
�年�月と
�月

に実施され, 男女約�����人 (回収率�
％)が質問に回答した｡ �����������������
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�� � ����!�"#$%

室 内 ポ ー ツ 場 主な室内スポーツ場 (面積)


多目的ホール

室内陸上競技場

多面的スポーツホール
	�の�面スポーツホール

�の	面スポーツホール



の
面のスポーツホール

��の体育ホールと体育場
�つの柔道場

	のアスレチック場
�つの卓球場
＊室内スポーツ場面積は

万�������以上に及ぶ

多目的ホール (
��	
��)
多面的ホール (
��

��)
�面ホール (	
�����
���)
	面ホール (�������	��)

面ホール (�������		��)
体育ホール (��

	�	���)

出所. ���������� !���"���#�$%����%�, �����&�������"������, '���%������, �������(�����)



���������	
��

����������
�������
�������
�����に基づいて, 以下主な特徴をみて

みたい｡

� �������	
��
���

まず, デュッセルドルフはドイツで最もスポーツ活動が盛んな大都市であることが

わかる｡ 過去��年間に行われた同じようなアンケート結果を比較したのが, 表�

(｢スポーツないし運動をしている｣ と回答した割合) である｡ デュッセルドルフは

����％が ｢している｣ と回答している｡ 次いで, ブレーメン (����％), ハンブルク

(����％), ハノーファー (����％)と北部地域の大都市が続いている｡

では, ���もの様々なスポーツ種目のうち, どのようなスポーツ種目をしているの

か｡ アンケートの回答では, �人平均����のスポーツ種目を実施していると答えて

いる｡ また最も多い種目では, 自転車サイクルが ��!％, 次いでジョギング・ラン

ニングが����％, 水泳����％, フィットネストレーニング����％, 散歩�"�"％, ノ

ルディック・ウォーキング����％と続いている｡ 注目される競技種目では, サッカー

���％, テニス ��％, 体操 ��％などとなっている｡

� ��
��������

住民はスポーツ活動をどのような組織で行っているのか？この項目では, "���％

(約�分の�) の住民が, 個人的ないしは個人グループ (個人的組織) でスポーツを楽

しんでいる｡ 比較的多くの人が行っている自転車サイクリング, ジョギング, 水泳は,

確かに個人的にも十分楽しめるスポーツといえる｡ 次いで, スポーツ営業者のもとで

のスポーツ活動が� ��％, スポーツクラブが���!％, その他が���％となっている

(図�参照)｡ このアンケートでは, スポーツクラブのライバルとして設立され, 近

年増えつつあるスポーツ営業者の割合が, スポーツクラブより高くなっている｡ では,

総合型地域スポーツクラブの現状 (中野)
ドイツ・デュッセルドルフ市におけるスポーツ振興と

―��―

�� ��
����������
�

都市名 統計年度 人口 (人) 回答割合

�������	
� ���� ��"#��� ����％

�
���� ���� � �#��� ����％

$����
� ���! �#�� #�� ����％

$���	��
 ���� ���#!"" ����％

%��&'�� ���� �#���#  � ����％

��
��� ���" �#  �#"�� ����％

()�))��
) ���� �! #��� ����％

*
�����
)+%��� ���! "��#!�� ""� ％

,�
���
� ���� ���#"�� "���％

-	�� ���� �#���#��� ����％

出所. .(/	
)�����0��������������	
��

����������

�������
�������
�����より作成



どういったスポーツで多いのか？����������	
�������
�������������������������������

��������������������������の資料によれば, ｢ヨガ｣, ｢アスレチック・スポーツ｣,

｢フィットネス／体操｣ といった分野で特に高い割合が示されている｡ 競技スポーツ

というよりは健康維持のための運動を, 営業的組織が担いつつあるともみられる｡

� �������	
��
�����

デュッセルドルフのスポーツ場 (施設) に対する満足度では, 夏期利用施設につい

ては, ｢良い｣・｢非常に良い｣ が����％, ｢可｣・｢不可｣ は���％にすぎない｡ また,

冬期利用施設については, 前者が����％, 後者が !��％となっており, 冬期利用施

設への不満が若干増えている｡ 冬期に利用できる室内スポーツ場 (施設) の整備・充

実への期待が比較的大きいようだ｡

� ��������������

これからのスポーツ活動への住民の興味に, どのような特徴があるのか？ アンケー

トによれば, "��#％が現在携わっているスポーツ種目に満足しており, 新しいスポー

ツ種目に挑もうとする人は比較的少ない｡ ただ, $��$％は, ｢お試しコース｣ で新し

いスポーツをのぞいてみようと考えている｡ 特に,   ��％は, 今後新しいスポーツ種

目をしてみようと計画している｡ ｢お試しコース｣ のスポーツ種目では, ｢ヨガ｣, ｢ダ

ンス｣, ｢ゴルフ｣, ｢登山｣ が比較的多い｡ これから計画している ｢新しいスポーツ種

目｣ では, ｢水泳｣, ｢ヨガ｣, ｢ダンス｣ が比較的多い｡ ｢ヨガ｣ と ｢ダンス｣ は, 女性

を中心に人気が高くなっているようである｡

� ������ �!"#$%

最後に, スポーツクラブに対する評価について, クラブ会員と非クラブ会員の双方

からアンケートしている｡ クラブ会員は, 自分が所属するスポーツクラブを ｢興味が

あり｣ ｢人間的で｣ ｢魅力的｣ と肯定的評価を行っている｡ ただ, ｢フレッキシブル｣
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出所. ���������%�&�������	
�������
�'���(��������%��)�*�������+
������より筆者作成
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｢割安｣ ｢現代的｣ という項目では, 若干賛同が下がる｡ 他方, 非クラブ会員はすべて

の項目でクラブ会員のそれよりも若干低い評価をしている｡

将来を展望した場合に, スポーツクラブ活動で重要なことは何か？ 会員・非会員

を問わず全員一致して, ｢児童や青年活動の充実｣ を ｢非常に重要｣ としている｡ そ

れに次ぐ ｢非常に重要｣ なものとして, ｢健康志向のスポーツ提供｣, ｢クラブの情報

提供の改善｣ が続いている｡ ｢より強い競技スポーツ｣ については, 会員・非会員と

も ｢五分五分の重要性｣ という評価になっている｡

デュッセルドルフが高い生活の質を有する近代都市として今後さらに発展を遂げて

いくために, これらのアンケート結果は多様なスポーツクラブの活動に生かされてい

くことが期待されている｡

���������	
��	
���

方向性と課題については, 大きく�つの点からみることができる｡ まず第一は,

安定したクラブ運営に向けた取り組みの必要性である｡ クラブの運営は, 基本的に毎

年開かれる総会で会員の総意によって決められる｡ そして, クラブの法人の監査は,

�年に�回クラブ自体で行われたものを税務署に報告しなければならない｡ こうした

クラブ運営では, 近年マネージャー (ファイナンスの管理を含めた) の果たす役割が

大切になってきている｡

これまで全てのクラブはそれぞれ固有の特徴を持ち, その良さを発揮してきた｡ と

いうのも, それぞれのクラブでは会員数も異なり会費もさまざまで, その活動内容も

違っているからである｡ しかし, 時代の流れとともに, スポーツの広がりや変遷が進

んでいるとき, その財政的基盤の強化は避けることができない｡ ������のようにプ

ロスポーツがありスポンサーもついてメディアにも取り上げられる大きなスポーツク

ラブはいいが, 他の多くの小さなクラブにとってはどれくらいの企業の支援体制を持

てるか, 未知数の部分が多い｡ 実際に支援している企業でも, トーナメント出場に絡

んでの一時的な契約を結ぶだけの場合が多い｡ クラブ運営を強化充実させるためには,

一方で会員獲得と会費収入の安定化を図り経営能力を高める必要がある｡ 他方では,

近隣地域に立地している企業などによる資金的な支援体制の強化が, これからさらに

求められているようだ｡

第二は, コーチなどクラブにおける指導体制の整備とそれを保障するクラブ運営の

整備である｡ ドイツ・オリンピック協会は, スポーツ競技別に資格制度を確立してい

る｡ 基本的にコーチになるためには, �	才以上で子どもを指導できる技術取得が認

められなければならない｡ ただ, 問題はスポーツクラブによっては必ずしも正式の指

導者・コーチを十分に配置できていないことにある｡ 例えば, 
�����
やテニス, ゴル

フなどは専門の技術コーチがいるが, 他のスポーツでは結構ボランティアに依存して
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いる場合が多いという｡ 基本的に, 資格を持っているコーチのもとでトレーニングを

することでさまざまなスポーツ能力を高めることができる｡ デュッセルドルフは他の

都市と比べて支払い能力のある市民が多いという事情もあり, 会費を今より高くする

ことで指導体制を整備し, 市民スポーツの広がりと運動能力の向上を通じて市民生活

の質を高めることが大切といわれる｡

第三は, 若者や高齢者のスポーツ交流をより促進させることである｡ 先の表にもあっ

たように, 現在スポーツクラブには若者と高齢者が増えている｡ その特徴は, 若者の

うち特に女性でダンスやヨガなどを楽しむ人が増えてきたことである｡ また, ドイツ

の教育制度の新たな動向として, 日本のように学校スポーツを盛んにしようとする傾

向がある｡ 郊外にあり施設拡充に余裕のある学校では, グランド, 体育館などの整備

を進めている｡ この意味では, 青年層のスポーツクラブへの参加の仕方に影響が出る

可能性がある｡ 他方, 高齢者では競技種目というよりも, 例えばリハビリとか交流会

など健康志向の運動, レジャーに注目が集まっている｡ 総じて, 現在ではこれまでと

は違った新しいスポーツや運動プログラムの設計・整備を検討する時期に入っている

といえよう｡

第四は, 各種スポーツクラブあるいは商業的スポーツ施設などとの連携をさらに促

進することである｡ 住民の新しいニーズに対応するために, 既存のクラブのなかに新

しい施設やプログラムを次々に設置することは必ずしも得策ではない｡ むしろ, 民間

のフィットネス・センターと協定を結び連携強化を図ることで, 地域のスポーツクラ

ブがその弱点を克服し, その良さを発揮することの方が有益となっている｡

スポーツクラブの新たな展開がさらなる地域社会の活性化に大きな影響を与えるこ

とができる｡ この方向性のなかで, 市スポーツ局のスポーツ振興策はその役割を実現

しようとしている｡
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｢ドイツにおけるスポーツクラブ (������	�	
�) は, 管轄区の区裁判所に設けられた

社団登記簿に登記することによって登記社団法人 (	�
�) となり, そのことによって

権利能力 (民法第��条)を獲得する｡ ドイツオリンピック連盟 (����) 傘下のスポー

ツクラブはほとんどすべてが登記社団法人である｡｣�)

この
	�	
�(クラブ) は, その規準規約 (����	�����������
	�	
�	) によってその
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活動内容を規定されている｡ まず, ������が ｢納税上の特典を得る｣ 意義は, それ

が公共の, 慈善のあるいは教会の目的を持って活動していることにある｡ この目的の

内容は, 例えば, 科学や研究, 青少年福祉事業と高齢者福祉事業, 教育と文化, 自然

保護, 環境保護の促進, 公的保険制度の推進, スポーツや援助を必要としている人へ

の扶助の促進をいう｡ そして, この規約の目的は, 例えば, 科学的行事や研究計画の

実施, 研究委託の配分, 学校や教育相談所の整備, 収集美術品の保護, 良歌や聖歌合

唱の保護, 自然保護地区の設置, 幼稚園や養護施設, 青少年センターの整備, 老人ホー

ムや保養所の整備, 薬物乱用, 騒動の抑制, スポーツ練習や成績の向上によって実現

される｡

この規約に基づいて, ������には次のような内容が定められている｡ 法人は, もっ

ぱら自らの経営利益を追求するのではなく, 無私の活動を行うことにある｡ 法人の資

金は規約に基づく目的に沿ってのみ使用され, 会員は法人の資金から手当てを受け取

らない｡ 誰も, 法人の目的とは異なる支出や過度に高い報酬によって便宜が図られる

ことがあってはならない, などである｡ スポーツクラブは, この規約に基づいて運営

されている｡

���������	
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～���	
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���������������の����������������
���掲載の報告書より～

�

�年 月, ドイツ・オリンピック連盟の ｢人口変動｣ プロジェクト・グループ

は, ドイツで現在起こっている人口変動によってこれからのスポーツ活動や組織にさ

まざまな影響がもたらされるとして, 次のような報告を行った｡

まず, 人口減少, 高齢社会の到来, 地域社会や地場産業の苦戦が進む中で, 国や地

方自治体の役割は明らかに変化する｡ 長期の使用期間をむかえた施設の建て替えや改

築などへの費用負担が拡大し, それが新たな施設建設への投資を抑制する｡ このこと

によって, 市民個々人の自己責任がますます大きくなってくると予想している｡

そうした社会に対応するために, スポーツクラブには, まず第一に高齢者が健康と

なり健康であり続けるために物的, 精神的な健康増進活動が求められ, 社会生活にお

けるコミュニケーションと相互扶助の推進といった面で, これまでに倍する役割が期

待されることになる｡ 第二に, 児童や青少年から高齢者までの生涯運動はそれぞれ個々

人の人生にとって有益であるとともに, スポーツクラブにとってもこれまで以上にや

りがいのあるテーマとなる｡ 第三に, より柔軟な取り組みを広げることによって広範

な住民にとって魅力的で質の高いスポーツの提供者となる｡ 具体的には, 一方でこれ

までのように確立された種目を定時間帯でスポーツ活動を推進しながら, 他方では住

民の要望している時間帯設定に添うようにするとともにフィットネスや各種の健康ス

ポーツなど新しい種目への体験と出会いを提供するということである｡ こうして, ス
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ポーツクラブに必ずしも所属していなくても, 講習会や一時的な企画会合によってス

ポーツクラブへの橋渡し的事業を展開することができる｡ 地域社会の中で住民が望む

スポーツがいっそうの拡がりを持つことで, あらゆる世代の運動場所としてのスポー

ツクラブは新たな発展を遂げることができるとする｡

こうして, スポーツクラブは住民の相互扶助を増進し, 青少年分野では重要な教育

的役割を演じることで, 社会的な使命を果たし社会的評価を得ることになる｡ 将来,

スポーツクラブは, ドイツの移民を含めた広範な住民にとっての新たな故郷となりう

るとする｡

����������	�������	
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��������	�
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��������による����年の目標計画では, 今後の予測を�点か

ら行っている｡ 第一は, 児童の学校での授業増加によってスポーツクラブでの運動時

間はさらに大きく減っていくことを予測している｡ またその結果, 児童の運動能力が

ますます減退するとともに肥満が増えていくことを危惧している｡ 第二に, サービス

部門を中心とした職業人は労働時間が不規則になったり延長したりする傾向にあるた

め, �日の時間をフレキシブルに有効活用したスポーツ活動が必要となってくると予

測している｡ 第三に, 高齢者層の増加傾向が続くために, こうした層のための健康要

素の高いスポーツ提供がますます必要になることを予測している｡

以上の予測の上で, �つの目標を設定している｡ 第一は, 児童のために追加する新

たなスポーツ種目の創造である｡ 具体的には, 児童にとって一風変わった目新しい運

動の提供である｡ 周辺の幼稚園や学校, 医者と連携して, 食事療法や減量に関連した

運動をいかに提供するかといった取り組みである｡ 第二は, 青少年や年齢の若い大人

にこれまでのスポーツ種目とは異なるフレキシブルなスポーツ (例えばヨガなど) を

提供することである｡ それによって, 青少年にとって魅力的なスポーツ活動の場を提

供しようというものである｡

第三は, 大人の年齢層全体を対象に, 生涯にわたって実行できるようなフレキシブ

ルな生涯スポーツ種目を提供することである｡ そのために, 食事療法, 減量と関連し

た運動を医者, 教会, シニアグループそして他の関連組織と連携した取り組みを提案

している｡ 第四は, 少女と女性のためのフレキシブルなスポーツ種目の提供である｡

例えば, ダンスや自己防衛術などである｡ 合わせて, 少女と女性分野における体育指

導者の育成に向けて女性の資格取得のための取り組みを活発化させることである｡

以上のように, 新しい時代に対応した住民のためのスポーツ活動の質的転換とその

発展を目指した取り組みが具体的に提起されている｡ その上で, いろんな分野との連

携のもとで, スポーツクラブのさらなる発展の目標がより意欲的に推進されている｡
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ここでは, デュッセルドルフ市によるスポーツ振興策に支援されながら, 個々のス

ポーツクラブがどのような特徴ある運営を行い, 将来のさらなる活性化に向けていか

なる取り組みを行っているのかをみることにする｡ 今回は, �����人を超える規模を

有する�つのスポーツクラブと, ��人という小さな規模のクラブについて, その事

例を紹介する｡ なお, 各スポーツクラブの所在地は, 図�の通りである｡
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このクラブは, デュッセルドルフ市南部の��	
	�地域にあり, デュッセルドルフ

大学からは比較的近い｡ 創立は���
年で, 最初は器械体操, サッカーの種目から始

まったという｡ 当初は, カトリック教会の普及活動の一環という役割もあった｡ しか

し, 現在は純粋なスポーツ・クラブとして運営されている｡

会員数は����年現在�����人で, デュッセルドルフ市では�番目に大きいクラブ

である｡ 現在の会員の年齢別性別構成 (表�) をみると, ��歳までの児童・青年層が

���人 (��％) と過半数を占めている｡ この年齢層のうち, 男性���人女性���人と

約�割を男性が占めている｡ また, ��～
�歳層では���人のうち男性���人女性���

人となっており, 男性が��％と高い割合を示している｡ ただ, 
�歳超層では男女と

も��人台で, ほぼ同じ会員数になっている｡

次に, 種目別に会員数をみると (表��), 種目としてはサッカーが
��人と最も多

い｡ 男性は���人と多いが, 女性も��人の会員を有している｡ 当クラブの女子サッ

総合型地域スポーツクラブの現状 (中野)
ドイツ・デュッセルドルフ市におけるスポーツ振興と
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カー代表チームは, 現在ドイツ�部リーグに所属しているという｡ 次にサッカーを

除くと, 男性ではバスケットボール (���人) とバレーボール (��人) が多く, ハン

ドボール, 陸上, 体操も��人前後の会員を数えている｡ 女性をみると, 体操が���

人と最も多い｡ 次いで, サッカー, 陸上, バレーボールが��人台を数えている｡ 年

齢別にみると, スポーツ種目のなかでも体操は健康づくりに役立つということで, ��

歳超の高齢者の会員数が多いという特徴があるという｡

こうした状況のなかで, 最近のクラブ運営では黒字と赤字を繰り返しながらも, トー

タルとしてほぼ収支を均衡させている｡ 特に, ���	年では収入約�
万ユーロ (最近

のピーク) に対して, 支出は��万�千ユーロだったため, �万ユーロを超える黒字

となった｡ 会員数は����年の�����人まで減るもの, ��年以降また回復基調に転じ

る (表��)｡ この趨勢に沿うように, 収入は一進一退を繰り返す｡ ただ, 支出面でい

ろいろな工夫をし節約をすることで, �
年, ��年には黒字を達成している｡
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(人)

年齢 男 性 女 性 合計

�～ �

�～��

��～�	

��
��	
��	(小計���)

��
���
��(小計���) ���

�
～��

��～��

��～��

	�

�

���(小計���)

��
�	
��(小計���) ���

��～ �� �� ��	

合計 
�
 ��� �����

出所. �
���������������������の資料より作成

��� ��
���������

(人)

バスケット 体操 サッカー ハンドボール 陸上 自転車 卓球 バレーボール

男性 ��� �
 ��� �� �� �� �� ��

女性 � ��� �
 �
 �� � � ��

計 ��� ��� ��� 	� ��	 �� �	 ��


出所. 表
と同じ

��� ������

(人)

���	 ���
 ���� ���� ���� ����

会員数 ����
(���) �����(
�) �����(
�) �����(	
) �����(
�) �����(
	)

注. ( ) 内は���	年を���としたときの数値｡
出所. 表
と同じ
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クラブ運営に関しては, 基本的に総会によって各種の決定が行われる｡ この総会は,

会長, 副会長, 監査役の�人に, 各スポーツ種目別責任者�人, そして各スポーツ

種目で��人に付き�人の割合で選出された代議員, これらのメンバーで総会が開か

れる｡ いわば, 代議員制が採用されている｡ 総会は毎年�～�月のなかで開かれる｡

運営を支える会費については, まず基本会費として大人は年���ユーロである｡

ただ, 学生は学生証を持参すれば, ��ユーロになる｡ 子どもは年��ユーロである｡

次に, 割引制度もある｡ 子どもの多い家庭や貧困家庭の子どもについては, 状況に応

じて割り引きが行われている｡ 他方, スポーツ種目によっては, 独自の料金が追加さ

れる｡ 平均すれば, その負担金は大人で年約��ユーロ, 子どもで約��ユーロにな

る｡ 種目でみると, サッカーが一番高く, 体操が一番安い｡ 高くなる理由は, リーグ

参加費やレフェリー代, コーチ代などの諸経費が増えるためという｡

このクラブでは�種目のスポーツが行われている｡ その技術指導体制は, 主に専

門コーチあるいは資格を有するコーチをボランティアに依存している｡ 特にボランティ

アについは, 実際にクラブ会員の親が担うことが多い｡ コーチは, �年に�	���ユー

ロの収入まで非課税となっている｡ 本業を持ちながらコーチとして働いている人は,

この恩恵を受けている｡ 指導者のスポーツ種目別構成は, 表��の通りである｡

各種補助金・支援金については, いくつかのケースがある｡ まず第一は, 市からの

補助金である｡ まず子ども�人についての補助金があり, 当クラブでは年間��	���

ユーロの補助金をもらっている｡ また, 施設関係では, 年に��	���ユーロの補助を

受けている｡ こうした恩恵を受けるものの, 最近では光熱費を中心に諸経費の高騰が

ありそれがクラブ財政の赤字要因になっている｡

第二は, 州からの支援である｡ 州は�年毎にコーチ資格の研修・認定施設を決め

ている｡ この研修・認定に関しては, �週間の日程が組まれる｡ 当クラブはこの研修・

認定施設として指定されている｡ 研修期間中の諸経費は当クラブ持ちだが, 州の方か

らは別途�	���ユーロの補助金が支払われる｡ 同時に, ここで資格を得たコーチにつ
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種 目 代表チーム 青年チーム

サッカー, ハンドボー
ル, バレーボール, 卓
球, 陸上, 自転車

専門コーチ ボランティア・コー
チ

バスケットボール リーグ別に�チーム (プロ・コーチ)

体操 専門コーチが��人

出所. 表
と同じ



いては, �年間はこのクラブでコーチとして働いてもらうことにしている｡

第三は, 企業からの支援である｡ このクラブでは, 特にスポンサー企業はない｡ た

だ, �年に���～���ユーロを寄付してくれる企業が, 約��社程度ある｡ またこの寄

付は, 税額控除の対象にもなっている｡ こうした寄付をしてくれる企業は, 知り合い

やクラブ会員関係者などが多い｡ 快く協力してもらっている｡

� �����

最近は教育制度の改革で, かつては小学校入学時から��年度で高校を卒業してい

たが, 今は��年度で卒業できるようになった｡ この�年間の短縮によって, スポー

ツクラブでの活動は制約されることになった｡ というのも, それまでは小学校の授業

は午前だけで午後はなかったのに, この期間短縮によって午後にも授業が入るように

なったからである｡ この勉強を重視する授業時間の変更が, 学校から帰って午後にク

ラブでスポーツを楽しむ時間と機会を奪うことになった｡ 今後, さらにこうした教育

改革は進むものと予想される｡

子どもを中心としたクラブ活動にどのような影響が出るかというと, 一つは全体と

して子どものスポーツ活動時間が夕方近くに移動したことである｡ 練習時間は約�

時間程度が多い｡ そうすると, 会員数は同じだから, これまでのクラブ活動を保障す

るためには結局グランドの数やコーチの数を増やす以外にはない｡ 実は, これが難し

い問題になっているという｡ コーチが同時にいろんなチームを指導することは不可能

であり, 効率的に各チームを見て回るにも限界がある｡

もう一つの問題は, 子どものスポーツ活動が午後�時から夕方に移動すると, 青

年チームの練習時間帯にしわ寄せを与えるという問題である｡ 例えば, サッカーの青

年チームは��あり, この多くのチームは週�回のスポーツ活動を楽しみにしている｡

ところが, 子どもの練習時間が夕方に移動する分, 多くの青年チームの練習場所や練

習時間が圧迫されることになった｡ 工夫するにも限界があり, その対応に苦慮してい

るという｡

さらにいえば, 市の体育施設の利用が意外に使い勝手が悪いということである｡ 例

えば, 公立学校の体育館は夏期休業期間などでは管理上の問題などで閉鎖されている

場合が多い｡ そのため, 他の公共施設を利用することで対応している｡ スポーツクラ

ブは教育改革などに対応してその運営を行っているのだから, 施設管理のソフトを確

立して公共スポーツ施設の利用をより円滑にできるような施策を望んでいるという｡

これは, 全てのスポーツクラブで共通する課題となっている｡

�����������	�
�	��
��������	���������

	 
���
�

このクラブは����年に創設された｡ その由来は, 公営のデュッセルドルフ郵便局
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のサッカー愛好の職場仲間が始めたことにあり, 職場の労働者仲間の健康づくりのた

めの施設として発展してきた｡ それ以降, 郵便局の純粋なスポーツクラブとして運営

されてきたが, 遅くても����年代から郵便労働者だけではなく一般の人にもスポー

ツ施設として開放されるようになった｡ 今日では一般の人が利用するスポーツクラブ

となっている｡

会員数 (図�) は, ����年現在��	�	人 (男性
��人, 女性���人) である｡ ����

年からの会員数の推移をみると, ピークは����年の�����人 (男性�
�人, 女性�	�

人)で, その後����年には���人 (男性���人, 女性	��人)まで減少する｡ しかし,

�～	年前くらいから増勢に転じ, 現在に至っている｡

年齢構成 (表�	) でみると, 児童, 青年層と壮年層 (��～��歳) はともに��
人

(����％)と同じ数値になっている｡ ��歳以上の高齢者層は���人 (����％)である｡

ただ, 一番会員数の多いのは, 児童層 (�～��歳層) であり, 特に男性が		�人と非

常に多く, 女性も含めると���人で全体の	���％と高い割合を占めている｡
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このクラブでは, スポーツ種目は��ある｡ スポーツ種目には, 競技中心のスポー

ツと一般向けがあり, 前者は射撃と柔道がそれに当たる｡ 他は一般向けスポーツの活

動となっている｡ スポーツ種目別の会員構成比 (表��) をみると, 柔道が���人と最

も多く, 続いてサッカー (���人) とテニス (���人), ダンス (���人) が多くなって

いる｡ 性別でみると, 男性ではサッカー (���人)と柔道 (���人)が多い｡ また, 女

性ではダンス (���人), テニス (���人)そして柔道も��人と比較的多い｡ このクラ

ブの射撃選手 (	
���
����
�) はロンドン・オリンピックで銅メダルを獲得した｡ こ

の効果もあって, 射撃会員が��人と比較的多いのが特徴である｡ 現在ドイツの�部

レベルにある柔道も, 過去にはドイツ大会やヨーロッパ大会で輝かしい実績を持って

いる｡ この伝統が, 柔道に男女会員が多い一つの理由になっている｡ 会員数の多い児

童層でみても, 柔道は男性児童���人, 女性児童��人にのぼっている｡ このクラブ

では, 他のスポーツ・クラブでは多いサッカーに所属する男性児童は���人であり,

柔道よりも少ない｡

特に, このクラブの射撃部 (����年創設)は最も成功している競技スポーツ活動で

あるという｡ ����年代には, �����������がドイツ選手権のタイトルを獲得してい

る｡ 現在, 大スターとなっている��歳代半ばの	
���
����
�は, ����年にドイツ

の女性チャンピョン, ����, ��年にはヨーロッパの女性チャンピョン, ����年には

世界チャンピョンチームの一員となり, ����年のロンドン・オリンピックで銅メダ

ルを獲得した｡ 彼女は����年のリオネジャネイロ・オリンピックに向けて, このク

ラブで週�回射撃練習をし, 週�回はフィットネス・トレ－ニングを行っている｡

彼女は, 報道プレスに対してもこのクラブの ｢条件は理屈抜きにすばらしい｣ と述べ

ている｡

他方, テニス部会長の��������
�
��は, 特に女性のシニアチームの女性たちが
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(人)

バドミ
ントン

サッカー 柔道 卓球 陸上 射撃 ダンス テニス 体操
バレー
ボール

男性
(���％)

��
(���)

���
(����)

���
(����)

��
(���)

��
(���)

��
(���)

��
(����)

���
(����)

��
(���)

�
(���)

女性
(���％)

�
(���)

�
(���)

��
(����)

�
(���)

�
(���)

��
(���)

���
(����)

���
(����)

��
(���)

�
(���)

合計
(���％)

��
(���)

���
(����)

���
(����)

��
(���)

��
(���)

��
(���)

���
(����)

���
(����)

��
(���)

��
(���)

出所. 表��と同じ
注. トライアスロン (男性�人, 総計�人)は表から削除してある｡



スポーツ活動を楽しむ一方, クラブハウスでは ｢いっしょにコーヒーを飲み, ちょっ

ぴりおしゃべりをする｣ と和やかな雰囲気を紹介する｡ そして, 誰でも ｢ここに来る

ことができるし, いつも固有の遊び仲間を見つけることができる｣ と, このクラブの

魅力を語っている｡ このクラブでは, 地域住民の気軽な健康づくり・仲間づくりから

優れた競技スポーツ活動のレベルまで, 多様なスポーツ活動が展開されている｡

� �������	


クラブ組織としては, まず会長, 副会長, 監査役がおり, 他に��のスポーツ種目

の代表者がいる｡ さらに, スポーツ種目で��人に付き�人を規準 (��人を上回れば

�人追加) に各スポーツ種目による代議員が選ばれる代議員制が採用されている｡ こ

れらの構成員で総会が開かれ, クラブの運営事項が決定される｡

会費は, 大人で月��ユーロ, 子どもで月�ユーロである｡ 入会金, 会費, コース

料金などを合わせると約��万ユーロの収入があり, 全収入 (約��万ユーロ) の�割

にのぼる｡ また, 市の補助金については, コーチ代として年��	��ユーロが支援され

る｡ 施設管理に対しては, グランドの年�����ユーロ, 人工芝の年�����ユーロなど

がある｡ 青年�人について�ユーロの支援もある｡ これは, デュッセルドルフ市の

みで他の都市ではこの補助はない｡ 州のスポーツ協会でも, �人のコーチについて年

に��ユーロの補助がある｡ さらに, ボールなどのスポーツ用具についても市は割引

サービスをしてくれる｡ オリンピック種目の射撃をはじめとして, スポーツ種目への

補助金は総額として約������ユーロとなっている｡ 企業からの支援については, こ

のクラブには特別のスポンサーはいない｡ 寄付も個人的なものがほとんどで, 約

�����ユーロ程度にしかすぎない｡

これに対して支出は, 各種スポーツ大会の開催やその競技運営, 各種連盟加盟費,

各種トレーナー報酬, 事務所費, 施設使用関連費, 各種ホール賃貸料等々に及んでい

る｡ ����年度では, 支出は総額約��万ユーロで, 約������ユーロの差額超過 (黒字)

だったという｡ 年間の差額収入が������ユーロを超えると, 企業として税金を納め

なければならなくなる｡ スポーツ・クラブとして運営していくためには, 赤字になれ

ばもちろん問題であるが, この範囲内での活動で十分だという｡

� �
���

教育改革が進むとともに, 児童のスポーツクラブでの活動に制約が生まれつつある

という問題は, 先の事例と同じである｡ そこで, このクラブでは, 学校や他のスポー

ツクラブと協定を結んだりして, 連携を進めたいとしている｡ 実際に, 柔道種目では,

近隣の学校と協定を結び, クラブのヘッドコーチが学校に行って教えたりしている｡

また, 住民の要望に応えるために, 武道系では ｢空手｣ 種目を創設すべく準備をして

いるという｡ 地元新聞に紹介されているように, このクラブは, 保育所の子どもから

高齢者まで故郷にいるような心地よさのなかで過ごせる環境づくりと, 一部スポーツ
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競技のさらなる飛躍を目指した活動とを行っている｡

�������������		
���
�����
���

� �����	

このクラブは����年創設され, デュッセルドルフ市でもライン川の西部に位置す

る地域を拠点にスポーツ活動を展開している｡ このスポーツクラブでは全員が卓球だ

け行っている｡ 会員数は約��人と, 小さな規模のスポーツクラブである｡ このクラ

ブの内容は, ��	
��
�����コーチによって紹介された｡ 彼の息子がこのクラブに所

属しており, 子どもの卓球競技への活動を支援するうちにクラブへの関わりが深くな

り, 現在のように大きな役割を担うようになったという｡

クラブのチーム編成は, 大人の男子チーム (�チーム�人構成) が�つ, 女子チー

ム (�チーム�人構成) が�つ, そして青年チーム (�チーム�人構成) が�つとなっ

ている｡ 練習は学校の体育館を借りて行っている｡ その週スケジュールでは, 練習日

は月曜日と木曜日 (�時��分～�時��分�青年, �時��分～��時�大人の男女)で,

金曜日は自由練習にしている｡ 試合は, 主に土曜日, 日曜日で行われる｡ ただ, 大人

の男女に関しては, 木曜日, 金曜日であっても体育館使用の都合や各チーム相互間の

折り合いが付くときには, リーグ戦を行っている｡

ライン川の西側に位置する���	��地域では, 以前あったスポーツクラブのうち�

つがなくなったという｡ その理由は, クラブの代表者が仕事の都合などで移住したり

すると, クラブが維持できなくなり消滅するためだという｡ 小規模クラブの特徴かも

しれない｡


 �����
���

クラブ運営は, 会長, 副会長, 監査役そしてクラブ会員によって構成される総会で

決められる｡ 財務状況でいえば, 収入は会費, 補助金, 寄付金などに分けられる｡ ま

ず会費については, 入会金はゼロ, 年会費として大人���ユーロ, 青年��ユーロで

ある｡ 次に補助金については, 青年には年��ユーロがデュッセルドルフ市から補助

される｡ また, 体育館などの施設面については, 年に�����ユーロの使用料補助が行

われている｡

寄付については, このクラブでは企業からの支援はない｡ ��人という小さなクラ

ブのため, ユニフォームをつくる場合には高額所得者の会員を中心とした親の寄付に

依存している｡ 中でも, ��人の会員によって年間���ユーロ, 計�����ユーロの寄

付が行われている｡ これは, 用具や遠征費などに利用されるが, 特には青年チームの

専門的な指導のためのコーチ料として活用されている｡

ボルシア・デュッセルドルフのような大きなクラブは, 会員数が多いし, 競技レベ

ルも非常に高い｡ また, それにふさわしい能力育成策も講じられている｡ このクラブ
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は, 自前のスポーツセンターを持ち, 協会や競技センターからの支援だけでなく, 特

定のスポンサーもついている｡ ただ, 協会は, 総じて卓球の普及のために学校への支

援を行っている｡ いろんなクラブが各大会になると才能ある人材の発見とクラブへの

勧誘を進めている｡ 我々のような小さなクラブでも, 競技スポーツを主とした運営の

もと, やりがいのある充実した活動 (人生生活) を過ごせているという｡ 会員間の交

流も, 夏にはバーベキュー大会を, 冬にはクリスマス・パーティを実施するなど, 盛

んに行われている｡

� �����

学校の教育制度改革で青年のスポーツ活動が減るのではないか, という危惧がある｡

これまでは, 授業はほとんど午前中で終わり, 午後の時間にスポーツ活動が十分でき

るようになっていた｡ しかし, 現在では午後にトレーニングやスポーツをする時間と

機会が失わつつある｡ クラブ活動を今後どのように盛んにさせていくのか, 課題となっ

ている｡

もう一つは, 施設利用の確保である｡ このクラブでは, 市立の小学校の体育館を利

用しているが, 夏休み期間 (約�週間)は閉鎖され使えなくなる｡ 特に, 青年チーム

は一番練習できる期間に施設が十分に使えないので困っているという｡ 施設利用の円

滑な活用を願っているという｡

���	


����年代に入って, ドイツのスポーツクラブを取り巻く環境にもいくつかの変化

が起きている｡ 一つは, 教育改革による授業時間の増加である｡ 二つ目は, 人口変動

(移民や少子化・高齢化) である｡ 三つ目は, 産業活動や労働環境における各種の規

制緩和にともなう余暇時間, 自由時間の変動である｡ さらに, 四つ目は住民の健康面

に対するケアの重視であり, その分スポーツ活動の範囲が急速に広がっていることで

ある｡ 住民の日常生活におけるスポーツ活動は, 日常の手軽なジョギング, 自転車サ

イクルから競技スポーツまで���もの種類に及んでいる｡ この日常生活の中で, 幼

児, 児童から高齢者までスポーツを楽しむ種類はこんなに広がってきたのであり, そ

の中で社会的な環境変化が進行しているのである｡

こうした背景の下で, デュッセルドルフ市のスポーツ局は, ����	
��
�
��	��

����������������������	�������	
���
������ �!��"�����������#������$�
#(市ス

ポーツ連盟)などのスポーツ競技推進機関との連携を進めている｡ こうした支援策を

背景として, 約�%�にも及ぶスポーツクラブは, さまざまな方法を駆使して新たな

スポーツ振興を展開しつつある｡ それは, スポーツ営業者とのスポーツ連携であった

り, 住民の広範な日常的な運動をスポーツクラブと関係づける仕方の工夫であったり,
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学校スポーツとの連携だったりと多様に広がっている｡ 新しい時代状況に対応しうる

スポーツ環境の整備がスポーツクラブを中心に求められており, その課題に挑戦しつ

つあるといえよう｡

日本の場合, 約��年前に総合型スポーツクラブの育成を図ってから, 現在では文

部科学省が指定した��の拠点クラブをはじめとして全国に約�����のクラブが生ま

れたといわれる�)｡ しかし, 経営的にみると, 年間予算���万円未満のクラブが半数

以上を占めていたり, サッカーくじ (�	�	) の助成金などに依存し自主財源比率が��

％以下のクラブも半数を超えるなど, 日本のクラブ運営は多くの問題を抱えている｡

さらに, 助成金などの財政支援策は, 今後どこまで期待できるのかという不安を生ん

でいる｡ というのも, �	�	の助成金は��
�年度
�億�����万円となり�年前から半

減しているだけでなく, 文部科学省の総合型クラブ関連予算の削減や日本体育協会へ

の委託事業も打ち切られたりしているからである｡

��

年に成立したスポーツ基本法で国民の ｢スポーツ権｣ は確定された｡ ここで

は, スポーツをする場を従来の学校体育から地域クラブへと拡張することによって,

子どもから高齢者までの健康づくりや競技スポーツの活性化, 医療費削減と地域コミュ

ニティの再生が目指されている｡ 地域のクラブが主体となって住民の要望するスポー

ツ活動をさまざまなレベルで受け止め, その輪を幾重にも広げていくことで, 地域社

会の活性化を促進していく｡ そのために, 行政や企業などが支援体制を整備していく｡

生みの苦しみをともないつつも, その実現に向けて一つ一つ問題を克服していく｡ こ

うした中から, ヨーロッパとはまた異なる日本的な総合型地域スポーツクラブを展望

する必要があろう｡

�������

・｢デュッセルドルフ市スポーツ局の各種パンフレット｣

�
����	������

����������������� ������	��������!��"�����	��	#$���%�

� &' (！ )�*�+��+�#���	��#����,�����"-������+�
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・｢スポーツ都市デュッセルドルフ｣

��	�������
/�����	�"#&���	������	��������������+���0�������	�����	��1������#�

・｢デュッセルドルフのスポーツ・クラブにおける会員数とスポーツ種目｣

�2��+������%�3��������	������������
/�����	�"����	�����������

・｢デュッセルドルフにおけるスポーツと運動｣ (｢住民アンケート調査結果｣)
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・｢州都デュッセルドルフにおけるスポーツ振興の展開｣
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・｢フェライン基準規約｣
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・｢������	���/���+$-1&$,&-+新聞記事｣
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